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主旨

　従前より、BIM（Building Information Modeling）を導入することによって、建築設計と運用を含む建築

生産プロセスを変革する期待が高まっている。特に、ITの浸透により進む社会のデジタル・トランスフォメー

ションにおいて、建物の情報のみならず、建築生産に必要な当事者間調整情報（発注者情報・設計情報・生産

情報・運用情報）を統合的にマネジメントしていくプロセスに変革していく期待は高い。

　しかしながら、我が国における現況として、設計のBIM、生産のBIM、運用のBIMと言われるように、各業

務・プロセスごとにバラバラにBIMが適用されてしまっている。建築生産の各プロセス間の連携と相互調整に

ついては、いまだに多くの課題があり、BIMを利活用するメリットを最大限に活かしきれていない状況であ

る。すなわち、当事者間において、「つなぐ」ことを目的とした、異業種間相互調整プロセスを支援する仕組

みを欠いている状況である。

　過去4年間にわたる研究会では、現況の産業における価値創造に向けた課題を明らかにすべく、「つなぐ10

の言葉」として参加者間の共通の課題を報告書としてまとめてきた。

　過年度の成果を踏まえ、本年度は産業にオープンに共有し、議論のたたき台となりうる情報のプロトタイピ

ングを進め、課題を解いていくための手がかり、特に建築生産におけるそれぞれの立場を超えて「つなぐ」仕

組みについて検討し、国内におけるBIMの利用価値を明確化していく。

参　加　費：賛助員の場合　：  ５万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）

　　　　　　 非賛助員の場合：15万円

定　　　 員：35名程度

運 営 方 法：月に１回の開催で、年間10回の開催を予定
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みをしない。

2019年度
。

ください。

下記連絡先まで電子メールでお申し込みください。
　連絡先：一般財団法人　生産技術研究奨励会　特別研究会係
　　　　　〒153－8505 東京都目黒区駒場４－６－１ 東京大学生産技術研究所内Dｗ４０５
　　　　　TEL：０３（５４５２）６０９５　　
　　　　　e-mail：renhisho@iis.u-tokyo.ac.jp
●ＨＰアドレス：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_2019.html
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